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1九州大学　　　　　　　　i

◇　4月からのンステムについて

　　4月1日から新ソフトウエア（従来の制御プログラムが全面的に改造されたもので、刊050…

　edition50と言います。）と新’・一ド構成（ファイル装置が増強されたもの）それに新負担金体制

　でセンターの運営を始めます。

次の事に注意して下さい。

1．ジョブ種別と制限がかなり変ります。（新ジヨプ種別の項参照｝

2．ジョブ制御マクロ（コントロ．一ルカード）が大幅に変ります。（ジョブ制御マクロの項参照）

特にFD文を自分で直接書いて使用しているジョブは全部ダメになります。

5　共用ボリユームと専用ボリユーム（利用者のボリユーム）はしばらく使用できません。使用で

きるようになり次第お知らせします。

　　なお5月1杯共用ボllユームを使用していた方で引き続きもとのプアイルを利用したい方は、

共同利用i掛までその旨申し出てください。

◇　4月中の利用負担金について

　　先にお知らせしました機器構成変更、ソフトウエァのレベルアツプおよび新負担金算定規準に基

　づくセンタールーチンの改正に伴静、4月中は試用期間として、当分の間、利用負担金を徴収いた

　しませんので、お知らせします。なお、この期間の計算依頼に御協力下さい。

　利用負担金徴収時期については、おつてお知らせいたします。

◇　 ジヨブ種別について

　　今度のシステムの大幅な変更に歩調を合わせて、従来のジョブ種別に検討を加え、利用者が利用

　しやすいようにジヨプ種別の変更を行ないました。変更の理由、利用者の方々へのお願い、新ジョ

　ブ種別と制限等をお知らせします。

1．新ジヨブ種別を決定するに際して特に考慮した点は以下のとう’りです。

①従来の種別の制限をできるかぎり強めない。

　　適用上差しつかえあるもの【例えばBジョブで入力カード枚数が無制限であ　　。

しまし拓

②臓ヨブと繰ジョブの性格をはつきりさせ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



特殊ショブとは

o　標準ジョブの制限を越えるもの

　　　例）　CPU時間が30分を越える長時間ジョブ

　　　　　　LP枚数が600ページを越えるような長入出力ジヨプete

o　オペレータが特別の操作をする必要があるもの

　　　例）　紙テープ、XYプロツク等直結で使用するジヨプ

　　　　　　専用ボリユームを利用するジョブ　etc

o　ジョブの結果を担当者が見る必要のあるもの

　　　例）　ある種のアプリケーションプログラム　etc

o　利用頻度が著しく低いため、常時システムレジデンスボリユームに入れておけないもの。

　　　例）　ある種のアプリケーシヨンプログラム

o　その他

特殊ジョブの返却はジョブの種類によつては標準ジョブと同じターンアラウンドタイムに

一
なります。

～一
③　デバッグジョブXの新設

　　従来のAショブより1ランク上にデバッグジョブを新設しました。

　制限はあとに示す表のとうりです。

　新設の主な理由は

　　o　本当に小さなジヨブのターンアラウンドタイムを早くしたい。

　　o　負担金を秒単位でとるようになつたため秒単位の打切りができるようになつた。

　　o　従来のシステムではCPU時間が小さいジョブでも、ジョブ中に使用するフアィルの割

　　　りつけ、取りはずしにかなりの時間がかかつていたが、新システムによりこの時間が短縮

　　　され効率をおとさないで処理できるようになつた。

によります。これにより従来のAジョブの半分近ぐがXジョブで計算できるようになるでしよ

う。

⑭実行時のコア使用量が64KW以下のものにっいてCPU時間を延長できる・（あとに示す
　　～
　表を参照のこと）
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　新負担金の思想に基づき、実行時のユア使用量が小さいジヨブはジョブ制御マクロQJOB文

でCOREパラメータ、　TIMEパラメータを指定する事によリジョブ種別をかえずにCPU時

間を延長できる。

　（例）

　　イ　＄QJOB　7001Cooo11，K．　U．A．FORTRAN　　CpU時間打切り1分　　　（Aジョブ）

　　ロ　＄QJOB　7001COoOllJ（．U，A，FORTRAN逐　　C　PU時間打切り1分50秒（Aジヨブ）

　　　　　　　　　CORE＝52K，TIME＝1．50

　　　ただしCOREパラメータを指定しても、それに対応するCPU時間の制限（別表を参照の

　　事）をオーバーしてはいけま析オーバーした場合には制限内におさえられます。

　　（注｝　COREの指定が実際の使用量より小さい時には「主記憶なし」で打切られます。

⑤共用ボリューへ専用ボリユームの利用

　　共用ボリユームは全ジヨブ種別で利用できます。ただしXジョブで更新はできません。

　専用ボリユームは特殊ジョブでのみ利用できるようにしました。

　標進シヨブでできないようにしたのは、特殊な操作が必要というだけで、実際はA，Bなみのジ

　ヨブなのに、ターンアラウンドタイムが長くなつていたものを改善するためです。

　次の事項は利用者の方へ協力をお願いするものです。

⑥　Cジヨブでは計算依頼カードにシステムリソース使用予想量を記入して頂きます。

　　　　　　　　　　　　　　　（CPU．入出力装置など）

　　現状では計算機によるジョブのスケジユ∋）ング（例えばLPが混んでいる場合にCPU時間

　が長いジヨブを実行させるというような効率のよいスケジユーリング）が完全にはできません。

　したがつて利用者の情報をもとにして、オペレータが判断して計算機を効率よく使用し、Cジヨ

　ブのターンアラウンドタイムを少しでも短くしようというのがこの主旨ですので御協力下さい。

⑦ターンアラウンドタイムについて

　　センターでは2CPUによるマルチジョブ処理をやつていますし、その上、④．⑥の方法をと

　りますと、ジヨブの返却が必ずしも受付番号順にはならない事が生じます。全体の効率をあげれ

　ば、個々のジョブの返却が自から早くなると思いますので御協力下さい。

　特にCジヨブについては返却があまりひどく遅くならないように努力するつもりです。
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2．　ジョブ種別と制限

ぽ翌三云「⊃「工標　　雄　　ジ　ョ　ブ

入力媒体lCR

　　　　　　已

「一　　†
　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　CR
　　　…

CR　　OO枚以内　　　1，500枚

出力媒体

五P

LPL

CP

1

ア使用量

（KW）

CPU時間

　　　　　　　　　　注3）

　LP　　lLP、DA
　　　　　l
　　　　　レ
　50ページi　　　　　50
　　　　　｛

t㌘｛　1
・　　　　長一　、　1
　　　　　1　　　　　　…
　　　　　陸1】注2）注2）

6卿唯間1：
　　　　　lW　　W　　W
　　　　　i
　つ　　ロ　　　　　　　　　　　　　び　　コ

　　　　　｜
　　　　　160　　　　　　　　90　　　　　　　　　　　120
3°秒以内i釧秒砂

一

　　　　　　　一一r－一

B　　　　　　　C

CR

4，000枚

CR

10，000枚

プアイル

使用言語
フ’ログラム

　　　　　　　i
已P．CP醐已P．CP醐

→

劃一5；：：

1，000　　　　　　　　　5，000

　　｝

注1）｛注2）　　）’

64132　　64KW以内

l　　　　I　　　　l　　　　l　　　　‘

→

引1216i32分以内

悟1分恒i
センター共用プアィル（SSL等）
共用ボリユームの専用プアイル

（ただしXジヨブでは更新不可）

・ALGOL
・FlORTRAN
°FASP

特殊シヨブ

D　　　｝

CR，PTR
MT．DA

　制限なし
一

　一注4）「
LP、CP．MT
DA．PLOTTER

　制限なし

．．制限なし＿｛

；制限なし　1

1
シスチムマックス1

まで

制限なし

センター共用フア
イル（共用ボリユ
ーム．専用ボリユ

ーム）の専用フアイ
ノレ

l　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l・その他　　　　i

　・ALGOL
　・COBOL
l・FORTRAN
l糠プ∋
1　　フム　　　　　　　　｝

注1）　声の個所はCOREパラメータ、　TIMEパラメータを省略した場合に上に書いた値が打
　　　　りの制限として入ります。

注2）　QJOB文でCOREパラメータを指定した時のみTIMEパラメータによりその制限ま
　　　　で時間を指定できます。

注5）　センターが作成したヅヨブ制御マクロを利用し、スクラッチ（中間データ書き込み）ファ

　　　　イルとして使用する事はかまいません。

注4）　MTは利用者自身の専用ボリユームだけです。
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◇　ジヨブ制御マクロ

　　　従来のジヨブ制御マクロは、利用者の方々にとつて使いやすいという事を目標に作成して来まし

たが、今回作成するジヨブ制御マク・からは、使いやすく、システムの効率を落さない事を目標に

します。共用ボリユーム、専用ボリユーム用マクロは利用できるようになり次第お知らせします。

（1）FORTRAN　最少構成ジョブ（最も効率がよい》

FORTRANライブラリのみでSSL、

一ブ・一で一 ／吾二／元｛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヰ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　1＄N°　「「

（2）FORTRAN、　A五GOL　コンパイル→結合→実行

　・FORTRAN．ALGOLライブラリ

　◎SSL

　◎その他センタで登録している

（二㍗ジ　㍑霧／シ≧㌻一⊥／「

　　　　　緬了δ亘　一　一一｛／　　・　　　　　　・／／

　　　　　1　　　　　　　　　　｛　　　1
　　　爾而厄豆五　　一　　／　．」コ辿史匹．二二「

　／一＿＿＿＿＿　　　　一　　　　．］＄QJOB　＿，．、　i　Lレ
　　　　　　　　　　　　　　1　　　　ン　gggggg　　　i　i　i　l999999

1＄三「ユ1∫　戸「「」♪
1　　＿＿＿　　　＿＿」　　　　　　　［．　　　　．＿　　　」

FORTRANの場合　　　　　　　　　ALGOLの場合

一 5一



　（3）FORTRAN．AL（｝〇五コンパイル→結合→実行

　　・FORTRAN、ALGOLライブラリ

　　　・SSL

　　’センターで登録しているライブラリ

　　◎利用者が登録したRBも結

　　　合し実行できる。

　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

1，ジョブの始めを示すための制御文

　　NO

　　　1　25　　　　　　4

十二二十一一一一　一一一一一一一｝へ｝｛一1命令一　　　　オペランド
＄｛NO　　　　l　l　〈　受付番号　〉

一
；＿」＿＿　　　　－L＿」＿＿　　　＿　　　＿＿一＿＿一．＿＿一＿＿＿＿一一＿＿＿…一一・一＿一一…

機能：（1）ジョブの開始の指示

　　　　（2）これ以後のカードがE］』型で穿孔されている事を示す。

パラメータの意味

く受付番号〉　　センターと利用者間の連絡の際、ジョブの識別番号になります。

　　　　　　　　　（6桁の数字）

　　　　　　　　　上のカードは計算依頼カードになつており受付で利用者が入れます。
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2．ジョブの性質を示すための制御文

　　QJOB

　　1　2345　　6

命　　令 オ　　ペ　　ラ　　ン　　ド

＄ QJOB

〈課題番号〉．〈登録名〉．〈ジョブ種別〉．〈使用言語〉

〔．TIME＝mm・ss〕〔．LP＝n〕〔・LPL⇒n〕〔・CP＝n〕

〔．CORE＝nk〕〔、CONDITION＝（下限，上限）〕

機能：　ショブの性格を決めます。

パラメータ：

〈課題番号〉
　　　　　　　｝　課題登録申請書に記入されているように書かねばなりません。

〈登録名〉

＜ジヨブ種別＞　　　X．A，B，C．Dのいつれかを記入します。

　　　　　　　（注）　Dジョブは共同利用係に依頼して下さい。

〈使用言語〉　　主要な使用言語を記入してください。

一パラメータ 記　入　し　た　と　き 省略　し　た　と　き

このジヨブの打切り時間をmm 各ジヨブ別に与えられる最大値は

分ss秒とする。 Xのとき：　30秒

TIME＝㎜．　ss
0＜mm≦32でこれを越え
ると特殊ショブになります。

Aのとき：　　1分

Bのとき：　　8分
Cのとき：　52分

このジヨブの印刷枚数をnペー 各ジヨブ別上与えられる最×値は
ジで打切る。 X　　：　　50ページ

LP　亀n 0＜n≦600でこれを越え A　　：　　　50　〃

ると特殊ジヨブとなります。 B　　：　120　〃

C　：　600　〃

このジヨブの印刷行数をn行で
打切る。

各ジヨブ別に与えられる最大値は

　　X　　：　　1，500

LPL＝n 0＜n＜ろ0000これを越 A　　：　　2，500
えると特殊ジヨブとなります。 B　　：　　6，000

（注2） C　　：　5α000
｝
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パラメータ 記　入　し　た　と　き 省　略　し　た　と　き

このジヨブの出力カード枚数をn 各ジヨブ別に与えられる最大値日

枚で打切る。 X　：　　　　0枚
CP＝n 　　　　　　to≦n≦5，000これを越えると A　　：　　　　　0

特殊ジョブとなります。 B　　：　1，000

C　　：　5，000

このジョブのコア使用量の最大値 64KW　となる
（実行時）を指定する。との指定

CORE＝nK により、そのジョブ種別の制限

（別表参照）までCPU時間を延
長できる。（注3）

o≦下限く上限≦511 CONDITION＝（470，511）
下限、上限を上の条件をみたす5

CONDITION 桁の数字で指定する。
＝ （下限．上限） 下限≦完了コード≦上限

となるジョブステップがあればジ

ヨブはそのステツブまでで終る。

（注1）　上記の数値が各ジョブ種別の制限を越えた場合には、その種別で許される最大値で自動的

　　　　　におきかえる。

　　　　　　例）　＄QJOB　…　．A，LP＝100　　LP＝50におきかえられる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　ρ、【－o

（注2》　LP，LPLのどちらか先に打ち切りに達した方で出力が打切られる。

（注3）　コア使用量と、CPU時間は別表を見て下さい。

ジョブ種別と制限の表

、、

＼叉別 標 準 ジ ヨ　　　　ブ 特殊ジヨブ
項目　　＼＼ X（デバッグ） A B C D

入力媒体
CRのみ CR CR CR CR，PTR

MT．DA
CR 500枚以内 1，500枚 4，000枚 10，000枚 制限なし

出力媒体 LP LP LP．CP LP．CP LP．CP，MT

DA．PLOTTER
LP 30ページ 50 120 600 制限なし

LPL 1，500　行 2，500 6，000 30，000 制限なし

CP 0　枚 0 1，000 5，000 制限なし

コア使用量

（KW） 64KW以内
64

KW
52

KW
16

KW
64

KW
52

KW
16

KW

CPU時間 50秒以内
60

秒

90

秒

120

秒

8分 12
分

16
分
32分以内 制限なし
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5　翻訳のためのジョブ制御マクロ

①FORTRAN
　　1　2345678　　g

命　　令 オ　　ペ　　ラ　　ン　　ド

＄ FORTRAN
〔GO〕〔．NOLIST〕〔．MAP〕〔．NOOPT〕〔．LMAP〕〔，SEQ〕

〔MACROSTEP＝n〕〔．COMPUNI　T自n〕〔．ELMNAME＝（メンパ名，．…）〕

〔OUTPUT＝REMOTE〕

機能：　この制御マクロの後に続くFORTRANのプログラムをコンパイルする。

パラメータの説明：

●

ハラメータ 記　入　し　た　と　き 省　略　し　た　と　き

コンパイルの完了コ→ドが470 コンパイルのみする。
　　c¶）（｝0 未満のものにっいて．コンパイラ

自身がLIEDを呼び出して処理
をさせる。この後の制御文は必ず

＄GOでないといけない。

　　　　　．
ソースプログラムのリストを出さ ソ～スプログラムのリストとエラーメッセージを出

ない。 す。

NOLIST
コンパィルェラーメッセージのみ出す。

　GOを指定した時にはLIED
（｝0を指定した時にはLIEDのリ
ストとエラーメッセージも出す。

のリストもとらなレ、エラーメッセー

ジのみ出す。

MAP
コンパイル時の定数，変数等のマ

ツプ（番地割り付け）を出す。
マップを出さない。

C2）

NOOPT
optimi鵬　しないコンパイルを
する。 opti　m　izeしたコンパイルをする。

OPT1
配列のみoptimiZeしたコンパ
イルをする。

GOを指定した時にLIEDのコ GOを指定した時にLIEDのコァマツ
LMAP アマップ（実行時の番地割り付け） プを出さない。

を出す。．

ソースプログラムめカードシーク

ェンス（第73～80桁Dをチエ
カードシークエンスのチエツクをしない。

SEQ ックする。エラーがあれば※を打ち

出す。

C5⊃ ＄FORTRANを複数個続けて挿

MACROSTEP 入する時に異なつた番号（数字3 番号はなにもつかない。
＝n けたまで）を一与える。
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パラメータ

COMPUNIT
＝n

　　　C4）
ELMNAME＝
fメンバ名．．…）

OUTPUT
＝REMO　TE

記　　入　　し　た　　と　　き 省　略　し　た　と　き

；ncoreで同時にコンパイルするプ
ログラム単位の個数をnとする。　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　、

n＝5

磁気テープや大記憶にLIBEで作成＼
したソースプログラムプアィルの中か
ら指定したメンバのみコンパ・fルする。　　　　　　　　　　　　　　‥～

　▽アイルの全メンバをコンパイルする。

コンパイル時のシステム出力装置が端

末となる。

センタのラィンプリンタとなる。

コメント

（1）FORTRANでコンパイルしたものを結合、実行させるのに3っの方法がある。

　1．LIEDで結合できるRBはFORTRAN基本外部関数のみ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（詳しくはGOマクロ参照）

　　　　　　＄NO
　　　　　　＄QJOB
　　　　　　＄FIORTRAN　GO　　　　　　＄FORTRAN

　　　　　　　i　　　ソース　　　　i　　　　　　　三

　　　　　　＄GO　　　　　　　　　　　　＄GO
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ずコ

　　　　　　　・　　　データ　　　　i

　　　　　　＄JEND　　　　　　　　　　　　　の指定はできない。

2．LIEDで結合できるRBは、基本外部関数、SSL、センターが登録したRB

　　　　＄NO
　　　　＄QJOB
　　　　δFORTRAN

　　　　　l　　ソース　　　i

　　　　＄LIEDRUN
　　　　　l……一…亨＝ラ｝…一一｝1

　　　　ψJEND

5　LIEDで結合できるRBは2の他に利用者の専用フアィルのRB

　　　　DNO
　　　　晶QJOB
　　　　口FORTRAN
　　　　　i　　ソ＿ス　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　δDIED

　　　　　i　　LIED制御文　　　l

　　　　Dフアィル定義マクロ
　　　　δRUN

　　　　　｝　データ　　1

　　　　ΦJEND
　　　　　　　　　　　　　　　　－10一



　　　LIEDの項を参照してください。

　　（注1）4，2．5の内1でやれるジョブは1でやつた方が負担金も安くなり、返却も早くなる。

C2）　optimiZeの功罪

　　　利点　　　　　　　　　　　　　　　　欠点

　　　　1．実行速度が速いので、コンパイル　　　1．　コンパイル速度が遅い。

　　　　　時間に比して実行時間の長いジョブ　　　2．コンパイルの時、ワークエリアをよけいに

　　　　　RB．EBで実行するジヨブは　　　　　　とる。　　　　　　　　　　　　（注2）

　　　　　opti　m　iZeした方がいい。　　　　　　5　デパツグ文が使えない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．エラー個所と1．S．N．の対応がとれないQ

　（注2）oCPU時間の長短から考えた場合コンパィルー結合一実行のジョブでは、このtota1の

　　　　　　CPU時間が短い方を選ぶべきである。

　　　　　oカード枚数が多いプログラムはCOMPUNIT＝1でやつた方がよい。

　　　　　oコンパイル時にワークエリアがとれないというメッセージが出たときには、すみやかに相

　　　　　　談員に申し出て下さい。

C5》　MACROSTEP＝n
　　　　　＄NO

　　　　　＄QJOB

　　　　　＄FORTRAN
　　　　　＄FORTRAN　　MACROSTEP＝1

　　　　　＄FORTRAN　MACROSTEP＝n－1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　
　　　　　＄FORTRAN　　GO．MACROSTEP＝n　　　＄FORTRAN　　MACROSTEP＝n

　　　　　＄GO　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＄LIEDRUN

C4）　共用ボリユーム上のソースフアィルからコンパイルする場合

　　　　　＄FORTRAN　GO』』LMNAME＝（AbB、C）　　A．BgCというメンバのみ

　　　　　＄FD　FORTRAN〔MACROSTEPのn〕－SOURCEgFILE＝（…　　）　（注3）

　　　　　＄GO

　（注5⊃　しばらくの聞共用ボリユームが使えないので、このFD文の混せ合わせはできない。

C4）　NOLIST．MAP．SEQ

　　　　これらの指定はOPTION文でもできる。（詳しくはFORTRAN解説編五参照）
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②ALGOL
1　23456　　　7

ミへ　　ひロ　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　パへへ　へ　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　パ　　　ハ　ロぷ　　　　　ヘ

機能：　この制御マクロの後に続くALGOLのプ・グラムをコンパイルする。

パラメータの説明：

i…… 　　一一　　　i　　｝｝　　　 一　　　｝｛……　　1　　｝一一一｝一一一｝｝一…　…

＿＿＿＿＿＿＿｛岬＿一一一＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿一＿＿一　｛
パラメータi　記入したとき　　｛　省略したとき　　1

N・LIST　lソースプ・グラムのリストを出⇒　スプ・グラートもエラーメ｛
i　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　｛

一一一一一一一一「一一一一一　　　　　　　　　1　　　　　－一一一一一一一一　1
C1）　　エラーメッセージのみ出す。　　　　　ツセージも出さない。　　　　　　　1

lHTYPElコ＿ドで・　い　　　1　。29＿ド　・己さ　いるi
ム　　に　　ド　　　　　　　　

i　SEQ
　　　　　C1）

｝ALG・Lソースプ・グラムが・261C2）　　　　　・

i
MACROSTEP
＝zn

　ELMNAME
1　＝（メンバ名，…）

｛　　　　C5）
1　＾一一

｛OUTPUT

系邑述されてる・　　　　〔　系で・謎れて　・1
ソースプログラムのカードシークエンス　カードシークエンスをチエツクし左レ⊇

（第（3～80桁）をチエツクする。　　　　　　　　　　　　　　　｛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1｝一一｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一｛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　一一一　一へ｝ξ

㌶》二㌫7ζ鞠聞番号は赦もつ｛・　i
える。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；1

一セン・のラィンプリンタとなる。1

磁気テープや大記憶にLIBEで作成｛プアィルの全メンバをコンパイルする？

したソースプログラムファィルの中かi　　　　　　　　　　　　　　　　i

ら指定したメンバのみコンパイルする。　　　　　　　　　　　　　　　　　｛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿＿＿＿＿”　．」

｛＝REMOTEi　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　1
末となる。　　　　　｛　　　　　　　1

C1）　このパラメータの変更は制御データ（F230－60AL（｝OLプログラミング解説編「制御

　　　データ」の項参照）

C2）　F250－60　AL（｝OLプログラミング解説編「基本事項」の区切り記号の項を参照し

　　　てください。

C5）　共用ボリユーム上のソースフアィルからコンパイノレする場合

　　　FD文の混ぜ合わせにより。

　　　　＄ALGOL　　ELMNAME＝（A．B）　　　ELMNAMEの指定をしなければ全メンバ

　　　　這FD　ALGOLn－SOURCE．FILE＝（…）をコンパイルする。
　　　　　　　　　　　　↑

　　　　　　　　MACROSTEPのn

（注）　詳しくは共用ボリユームが使えるようになってお知らせします。
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③FASP

1　2545　　6

｛　命令li　　　　　　オペラン　ドT
　l

　｛

一一
十｛

＄已SP　l田sT〕〔・DEBUG〕〔・N・SEQ〕〔典CR・sTEh〕
　　　　　　　　1〔・ELMNAME－（メンバ名・一・）〕〔・OUTPUT⇔REMOTE〕

l　　　　　l　i＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

機能：　この制御マクロの後に続くFASPソースカードをアセンブルする。

パラメータの説明1

｝ごラメ∋一…≡と≡竺＿L省略二上とL一

LIST

DEBU（｝

NOSEQ
MACROSTEP
　＝＝n

E工」MNAME

＝（メンバ名g…）

　　　C1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

FASPソースプログラムのリストと　1エラーメツセージのみ出す。
エラーズツセージを出す。

ソ→くプログラムで第1桁が／（スラン　　第1桁が／のものは無視してアセ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き
ト）のものも含めてアセンブルし、相　　ンブルし、相対形式プログラム本

対形式プログラムとその中で使用され　体だけを作成する。

た番地記号の記号テープルを作成するQ　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

」

ソースプログラムのカードシークェン ヵ一ドシークエンスのチエツクを
ス（第73～80桁）をチエツクしない。1する。

＄FASPを1ジョブで麟噸用す「看号はなにもつかない。

る時異なつた番号（3桁まで）を与
る。

自 ｝

磁気テープや大記憶にLIBEで作　フアイ，・の全メンバをアセンブル｛

したソースプログラムプアィルの中かiする。　　　　　　　　　　　1
ら指定したメンバのみアセンブルする。｝

一一一　　　　　　　　　　　　　　　一一一｝－1’　一一・一｝　〔

三謡謡裏：㌫時のシステム出力装置⇒　のラィンプリンタとなる∵
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

C1）　フヤィルからアセンブルする場合

　　　＄FASP　　ELMNAME＝（X，Y）　　全メンバの時には指定してはいけない。

　　　＄FD　FASP〔MACROSTEPで指定したn〕－SOURCE．FILE＝（　　　）（注1）

　　　＄LIEDRUN

　　　　　　（注1）　共用ボリユームが使用可能のになり次第詳しくお知らせします。

C2）　FORTRANとの結合
　　　＄GO　使用の場合　　　　　　　＄LIEDRUNの場合

　　　＄F・ASP　　　　　　　　　　　　　　＄FO耳TRAN　　　　 ＄FβSP
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

　　　＄FORTRAN　GO　　　　　＄F’ASP　　　　　＄FORTRAN

　　　＄（｝0　　　　　　　　　　　　　　＄LIEDRUN　　　　＄LIEDRUN
　　　～
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4　結合編集のためのジョブ制御マクロ

LIED

1　2545　　6
命　　令 ｝　　　　　　オ．ペ　ラン　ド

＄　　LIED
二［

｛〔NOLIST〕〔，LMAP〕〔．MACROSTEP＝n〕〔，

チ

1

機能：　LIED（結合編集プログラム）の制御文をこのマクロの後に書くととにより、さまざま

　　　　な相対形式プログラムをまとめて、実行形式プログラムを作成することができる。

　　　　（専用プアィルのRBを組み込む利用者は必ず使用しないいけない。）

パラメータの説明

…一　一一一一一一一一「一一一

　　パラメータ

NOLIST
「｝一＾｝　一…

1 LMAP

　　MACROSTEP
　　　　エロ

1－一
｛OUTPUT「

記入したと止一と一たとき二
さないQ

｛　　　REMOTE　　lる。

トとエラーメッセージを出
　　　　　　　　　　　　　　｜
リストとエラーメッセージを出す

　　　　　　　　　　　　　　…

形式プログラムのコアマツ
の番地割り付け）を出す。

コァマガを出さ加。　1　　　　　　　　　　　　　　｝

ジョブで複数個使用する時

3桁以内｝を与える。

　　　　　　　　　　一一一…｛番号を与えない。，

ステム出力装置が端末とな 　センタラィンプリンタとなる。

1　　　　　　　　　　　　　　　｝

C1）　LIEDに関して詳しくはF1230－60　LIED文法編を参照してください。

　　　　共用ボ11ユー一ムの専用フアイル（フアイル定義名PRIVLIB．プアイル名QU．　RB．

　　　　00010）を組み込む例

＄LIED　　LMAP
NAME　EXQTPRGM注4｝ENTRY－ELM（PRG鞠AIN）

〔DOMAIN　　OVLY〕　注3）
　CAL工」　　　SY日LLB　注4）
　S（｝MT　　　SEGl
　SELECT　RELBIN，PRIVLIBfELMA）　注5）
　FIN　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注6）

　＄DAFILE　FDNAME＝PRIvLIB．FILENAME＝QU．RB．　ooolo
　＄RUN
注1）　＄RUNのEBNAMEというパラメータで与えるものづ実行形式プログラム名を
　　　　示す。省略するとEXQTPRGMとしている。（＄RUN参照）のでEXQT
　　　　PRGMとしなければなりません。

注2）　実行開始プログラム名を記入します。
　　　　FORTRAN，．ALGOLの主プログラムから開始する時にはPRG．MAINとしな

　　　　　　　　　　　　　　　　一14一



　　　ければなりません。

注5）　オーバレイ構造の場合書きます。

注4）　FORTRANライブラリをCALLする時、その他必要に応じてCA五Lするプアィルとプ

　　　　アィル定義名は下表の通りfセンター共用プアィル）

FORTRANライブラリ
A工」GOLラィプラリ

FORTRANSSL
ALGOL　SSL
センターに登録したラィプラリ

センターのライブラリ

SYSLIB
SYSLIBl
F．SSLIB
A．SSLIB
P．LIB
Q．LIB

・　　　　　　　　　」

Q．LIBには㌻PTRのラィプラリ，QDLIST等が入つています。

例）　FORTRANヲイブラリ、　FORTRAN・SSLのあるエレメントを組み込みたい場合。

　　　　CALL　　　SYS1』IB．F．SSLIB　　とすると自動的に組み込まれます。

　　　　FIN

注5）　RELBINフオィルはこのジヨブステツプ以前にFORTRANコンパイルで作られたRB
　　　　（相対形式プログラム）が入つています。

　　　　LIEDはRELBINプアィルより必ず組み込みを始めるので必ず指定しなければなりません。

　　　　従って専用プアィルに登録したRBのみでLIEDを使用するには

　　　　　　　　　　　MACROSTEPのn
　　　　＄LIED　　↓
　　　　＄FD　LIEDn－REI・BIN．FILE＝（　　　　）として専用プアィルを定義し

［LIED制御文」　　　　　なけ職りま祐
＄RUN

SELECT文．DELETE文
（1）SELECT　　fdname　fdnameで示されるプアィルの全RBが組み込まれます。
（2）SELECT　　fdname（エレメント9…）　指定したエレメントが組み込まれます。

（5）　SELECT　　fdnanle
　　DELETE　　fd　name　fdnameで示されるプアィルのRBの組み込みを取りやめる。

（4）SELECT　　fdname　　　　　　　　fdnameで示されるプアィルの中で指定した
　　DELETE　　fdname（エレメント．…）　エレメントを除くRBが組み込まれる。

注6）　LIEDの制御文で示したfdnameは例のように必ずマクロでfdnalneとfilenameを

　　　　指定する必要があります。
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5．実行のためのジヨブ制御マクロ

①GO
　1　　23　　4
一一一ア｝｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→▼一一一一

＄

叩令〕　　　　オペフンド
△、　　　il　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿

GO

「’一　　　　　　一一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　　　　　　　　一一一

〔EBNAME＝実行形式プログラム名〕〔．STA　RTPROGRAM＝実行開始プログラ
ム名〕〔．LP＝n〕〔．TIME＝n〕〔．ERR＝h〕〔．DATArデータ名〕〔．MACRO

STEP＝n〕〔．OUTPUT＝REMOTE〕
＿し＿＿＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿．

1

機能：　＄FORTRAN　GOでコンパイル、結合を済ましたジヨプの実行のみをする。

パラメータの説明：

1一

「パラメータ1　記入した・とき　i省略したとき

EBNAME＝
実行形式プログラム名

STA　RTPROGRAM
＝実行開始プログラム

名

指定した名前撲行形式プ・グラ⇒EXQTPRGMとなる・
つけられる。　　　　　　　　　　　｝

璽嶽認＝単齢盲璽㌻1蕊劇
1

1
LP－、　襟鵠㌶㌶瓢露；闘㌶㌶議雲
1　　　｝実行時のCP塒間をn秒で打切る．レヨブのトータ・レのCP蒔爾i

L＿＿＿＿一竺甦い・　　　　　られる・　　　　」
已ME一蔑ヨブ種別の捌以下で鯉対醐種別の打切熾で打切1

　　　　　　　　已行時のエラーの個数がn1になつた｛　n自50となる。
ERR＝n　　　｝らジヨブは打切られる。　　　　　　1

D川…名樗二嬬鷲：；罐｛｝　一汁酋「　　一一
｛ドからのデータは入力できない。　　　1

七

MACR。sTEp隣RTR　G°
｛－n　　　㍊㌦三写議翌墓ξ謬蛋
　　　　　　　　　　ト　　　　　　ぐ
　　＿＿＿一］指定する。

lF　　AN　　　　　滝号はなにもつかない。　　1

　　　　　　　　トUTPUT＝　　　実行時のンステム出力装置が端末とな

REMOTE　　　る。

センタのラィンプリンタとなる・ 1
一＿＿＿＿．＿＿．＿コ　　　　　　　　　　　　　　　　 ＿＿一」＿　　　　　　　＿．＿＿＿＿．．＿一＿一＿＿」

C1）　利用者がカードあるいはプアィルからコンパイルしたFORTRANでそれ以外に

　　　　FORTRANライブラリしか使用しないジヨプのみ

　　　　　＄FORTRAN（｝0でやれる。効率がよく、CPU時間も少なぐてすむ。

　　　　　＄（｝0

1　　データ　　｛
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②RUN
1　234　　　　5

十……「
i｛命　令！

｛

｝

，＄　RUN
l　｛

i　　　　　　　　　オ　ペ　　ラ　ン　　ド
一一｝⊂一㎜一

　　　〔EBNAME＝実行形式プログラム名〕〔．FILENAME＝専用フヤイル名〕
　　〔LP＝n〕〔．TIME＝n〕〔．ERR＝n〕〔．DATA＝データ名〕〔．
　　iMACROSTEP＝n〕〔．OUTPUT＝REMOTE〕

機能：　このステツプの前に作成した実行形式プログラムの実行．登録したEBプアィルの実行

　　　　形式プログラムの実行をする。

パラメータの説明：

EBNAME之実行形式プログラム

名　　　（注1）

FILENAME＝
専用フアイル名

　　　　C1）

ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ

’　記入したとき　　i省略したとき i

指定した名前の実行形式プログラムの実行

をする。

EXQTPR（｝Mとなる。

登録した専用プアィルの中でC1）で指定　これ以前のステップで作成した

した実行形式プ゜グラムの実行を輪 竺式プ゜グラムの実行をヨ

　　　　　　1実行時の出力ページ数をn枚で打切る。

LP＝n　　恒はそのジョブ種別の打切り以下でないと

＿一＿＿＿＿＿＿
TIME＝n

シヨブのトータルの出力が対応

する種別の打切り定数で打切ら

れる。

ERR＝n

DATA＝
データ名

MACROSTEP
＝11

1 OUTPUT

ジョブのトータルのCPU時間
が対応する種別の打切り定数で

打切られる。

エラーの個数がnにたつたらジヨブを打切　n＝50となる。

る・　　　　　　　1　　　　　　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト磁気テープ・大記憶に日BEで作成した1空となる。　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くデータ名を指定する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

この時にはカード入力はできない。

・このマク・をジヨブの中で劃固指定する｝番号はなにもつかなに一「

時異つ旙号（5桁）を与竺L－　　＿一
実行勒システ咄力鑓が端末となる1センタのラィンプリンタとな⇒

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

｛　　　　　　　　　　　　　　’

）”＿＿一＿＿＿＿＿＿＿一，～，　　　　　　　　　ξ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿＿一＿＿＿．．＿一＿＿＿一．　＿＿＿，一．　‘

一REMOTE｛　　　　　　　　・，　　　　　　・
　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

（注1）　LIEDのNAME文で与える名前でないといけない。

C1）例）　＄NO　　　　　　　　（EXQTIONという名前のプログラムを実行する。）
　　　　　　　＄QJOB
　　　　　　　＄RUN　　　　EBNAME＝EXQT　I　ON，FI工」ENAME＝QU．　EB・ooool

　　　　　　　l　　デ　ー　タ　　l
　　　　　　　L．＿＿　　　＿＿．＿＿＿＿＿」

　　　　　　　＄JEND
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6　結合編集、実行のためのジョブ制御マクロ

　LIEDRUN

命　　令 オ　　ペ

LIEDRUN
〔NOLIST〕〔gLMAP〕〔．EBN
OGRM＝実行開始プログラム名〕〔，

〔．DAT．A＝データ名〕〔．MAC　ROS

1　2345678　9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オペランド　　　」

　　　　　　　　　〔NOLIST〕〔，LMAP〕〔．EBNAME＝実行形式プログラム名〕〔．STARTPR
　　　　　　　　　OGRM＝実行開始プログラム名〕〔．LP＝n〕〔．TIME＝n〕〔．ERR＝n〕　　　’

　　　　　　　　　〔．DATA＝データ名〕〔．MAC　ROS　TEP＝n〕〔．OUTPUT＝REMOTE〕

機能：この制御マクロ以前に作成された相対形式プログラムを結合編集し、さらに計算を行なう際

　　　　に使用するデータを読み込んでプログラムの実行を行なう。

パラメータの説明：

パラメー三⊥＿三LLLたとき　1　省略したとき

NO］二IsT

…　DIEDのリストもエラーメツセージも

　出さなレ㌔

リストとエラーメツセージを出す。

LMAP
作成された実行形式プログラムのコアマ
ップの状態を出す。

コアマップを出さない。

EBNAME＝ 指定の名前の実行形式プログラムを作成 EXQTPRGM　となる。
実行形式プログラム名　し実行する。

喋霧㌫㌻ム指定した名前のプ・グラ蝉位よ噺PRG・MAIN　F・RT貼N．AL

名　　　　　　　　行を開始する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　GOLの主プログラムより実行される。

　　　　　　　　実行時の出力ページ数をn枚で打切る。　ンヨブのトータルの出力が対応する

LP＝n　　　　nはその種別の打切り以下でないといけ　種別の打切り定数で打切られる。

　　　　　　　　ない。

TIME＝n
実行時のCPU時聞をn秒で打切る。
nはその種別の打切り以下でないといけ
ない。

エラーの個数がnコにな

打切る。

磁気テープ．大記憶に五

たデータ名を指定する。

ジヨブのトータルのCPU時間が対
応する種別の打切り定数で打切られ

ん　　　　　　1
ERR＝n

DATA＝
データ名

この時にはカード入力はできない。

n＝50となる。

空　となる。

MACROSTEP　　i＄LIEDRUNの組み合わせをジヨブ　番号はつかない。
＝n　　　　　　中で複数個使用する時異つた番号（3桁
　　　　　　　　　以内）を与える。

1

OUTPUT
l＝REMOTE

瞬罐行時　テ咄力装⇒セ　ラィンプリンタとなる・i＿
　　i

C1）　ALGOLの結合編集実行のためのマクロである。
　　　　F°R…ではぽ二㌶こllllラリ）を使用す　ブを

　　　　結合編集実行のためのマクロである。
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Z　カード出力、紙テープ入力、プロッタを使用するためのジヨプ制御マクロ

①　SYSPCH
　　1　234567　　8

ll 　　一　　　　　オペラン　ド　　　　　　i［．」命令i

岬SPCH川〔・UTPUT－REM・TE〕　　　　｛
1

1　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿一＿＿＿＿＿　一

機能：　出力としてカードパンチを出させる場合、リモートバツチでセンタと端末に出力を振

　　　　り分ける時に使用する＄JENDの直前に入れる。

パラメータの説明：

パラメータ　　記入したとき

2：＝E蔭諒㌔蕊裏く一

｛　　已する・　　c口

　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ省略　した　と　き　　1

ニニ＝三二一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

C1）　リモートバツチで出力を振り分ける時に使用して下さい。
　　　　　　　＄N？

　　　　　　　＄LI四RUN　　　　　WRITE（6＿）はセンタラィガリンパ

　　　　　　　　　＄SYSPCH　OUTPUT＝REMOTE　WRITE（か・）は端末へ結果がでる
　　　　　　　　　＄JENO

　　‘注）　～VRITE（6，）もWRITE‘Z　）両方REMO　TEの指定はできない。
　　　　　　WRITE‘6，）をREMOTEとした時にはSYSPCHは使えない。
　　　　　　WR　I　TE（Z　）により1」モートバッチでカード出力は出せない。

②　PTR
　1　234　　　　　5

［亙一苓丁［二　…ニペ…㌻…㌻㎡下一…一｝…………｝
1　　　　［　　一　　　　一　　　　　　一一　一一一一…一一一一｝

i＄、　川なし　　　　　　　i
　機詣：FORTRAN実行時のデータを紙テープリーダより与える。
　　　　　＄JENDの直前に入れる。
　　　　　　　　＄NO
　　　　　　　　＄QJOB

　　　　　　　　＄LIEDRUN
　　　　　　　　＄PTR
　　　　　　　　＄JEND
　　（注）これを使用するジョブは特殊ジョブである。

③PLOTTER
　1　2545678　9

i鴇三念汁三＝τ一亡て三三二工＝二＝＝二二1

機能：　AL（｝OL、FORTRANでXYプロツタを使用する。＄JENDの直前に入れる。
（注）　これを使用するジョブは特殊ジョブである。
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8　FORTRAN．A］□GOL　由間書き込みフアイルの利用

F．WORK．A．WORK

12545678←～一｝一…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一｝　　　　　　　　　　　　　　　　｝一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　←一＾’

i i命　　令i　　　　オペランド，＾…f…｛一…　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　一　　　　｝｝

i　｛　　　　　WORK　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

1＄｛竈語の藪字〉・　〔UNI　TN。一、、n〕〔．REC・RDSIZE－n〕〔．TRACK－n〕

一一一一三・一一一一　　　　　　　一一　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．＿　　　　　　　　　　＿」

機能：　FORTRAN．ALGOL実行時中間書き込みフアィルを定義する。
　　　　　＄JEND文の直前に入れる。

寸

1二≡三一一一」入した日≒i省略した時一

UNITNO
＝＝nn

RECORDSIZE
＝n

1使用する装置機番をゼロを省略しないで記入す，

㍍。L。臼7　　　　　省略でき輪
　　　　　但し17はGET．PUT用
FORTRAN　　O1～04
　　　　　　　　08～99

1プ。ッ・の大きさを・・什数で記す。　」　川52バイト

C1）

　TRACK　　｛団デ・fスクパツクのトラック数を指定する。

に．－n　　　｝　　一＿－　　　　　　c2）　1
一ラック
「

C1）　バイト数の計算

　　　　　語数×9／2　　　　256W×9／2＝1152
C2）　1152バイトの時には
　　　　　1トラックに4プロツクはいる。

9　カード穿孔コード切り換へ用制御文

　1　2ろ4567
｝

左　亡1命令｛　　　　　オパランド
1婁　CO亙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一＿　　　　　な　し＿　　　　　　　　　　　　　　＿　　＿

｝＄西示一’｝一　　　一　なし一　　一一　　「
機能lCONV…　皇の制御文に続くカードが．L旦MH型カード穿孔随で穿孔されている～二とを
　　　　　　　　　　　示す。
　　　　　NOCONV…　この制御文に続くカードがIBMEL型カード穿孔機で穿孔されていること
　　　　　　　　　　　を示す。通常はNO文がこδ震寵繊5ので不要である。

10．ジョブの終りを示す制御文

JEND
1　2345

十す｛…l　　　　　　　　　　　　　　　　　　l川命令L　　＿＿…オペ・ンド＿＿　　＿＿1
i＄iJENo　i　　　　　　　なし　　　　　　　；
　＿←．1＿＿＿＿　　　　　　　1　　　　　　　　　　　＿一一　　　　　　＿＿＿～　　　　　　＿＿一　　　　　＿＿＿＿　　　　　　＿　　　　　＿＿
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◇　SSLのヴアージョンアンプについて

　富士通提供のSSLのうち、ALGOLがヴアージヨンアツプされ、8SL．A－－V2．L2が

3月1日より使用可能となりました。これは、今までのSSL．A－V1．L1の内容に新しく51

個のプログラムが追加登録されたものです。（表1を参照）

　なお、これらのプログラムは広報vo1．3　No．5でお知らせしましたSS］⊃．　F－V2．

工」1の追加項目に対応しています。（追加項目）に関する説明書はまだ発行されておりませんので、

パラメータの説明などにっいてはプログラム相談室、図書室に備えてある資料を御参照ください。

また、計算法などに関しては「FACOM　SSL　解法解説書」を御参照ください。）

　なお、現在使用中のSSL．　F一V2．L2にっいては、　「FACOM　230－60　SSL

使用方法解説書FDRTRAN編」（230／60－301～309－001－5）に詳しい説明があり

ますので御参照ください。
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SSL．．A－V2．L2　追加項目

｜

陪

1

｛登録番号

1　265

Lここ二∴一⊥＿二二∵∵∴＿⊥＿＿竺竺⊥竺＿一橿壼三｛

266

267

268

269

C2／FC／WRATA　I高一程式（ヤー…イ法）1‥RATA（G．N・．EPS．RP．・P．ILL）｛・M

C－／J竺L－　〃＿一」三JA竺B（一〃　）巴・・6／B｛
＿＿＿＿　　　．＿＿＿＿＿一＿　　1　＿＿＿＿＿＿＿＿＿．．＿　　　　．＿＿＿一＿．＿＿．＿．＿　　　　　＿＿　　　　＿＿一一．＿＿＿．＿＿　　　　　　　一＿＿，

ピ

C脚C／AパESJNA｝第…ツセル関奴Jn（X）

27・上／FC／－YNB⊥　〃

　　　　　　　　　　　　　1
イ　へ　ロ　　　 　　　ロロ　　　　　　　　　　　　　　　ロ　アエコへ　のコ　　　　　　　　　　　　　　　ヘチ　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　へ
　　　　　　　　　　　　　｛
c6竺竺竺⊥＿．＿二＿－
C6バCハパESYNA｝第2種ベツセ嶋数Y　n（X）
　　　　　　　　　　　　　］

L㌘：上竺竺竺｛変形…こ竺ル関数1竺

＝2已竺ESI竺⊥＿　二

Jn（X） 単BESJNA（X，N，BJN．　ILL）

〃 倍BESJNB（　　　　　〃

Yn（X） 単　BESYNA（X．N，BYN，IL］⊃）

〃 倍BESYB（　　　　　　〃

翼一数In（X） 単BESINA（X．N．BINglLL）

上

倍　BESINB（　　　　　　　〃　　　　　　　　）

1　　　　‘　　　　　　　　　　　　1

i－ll㌔已竺∋…竺点）ガラ…倍…4…・B・…・一）＿

6／FC／A／BESKNA 1変形第2種ベッセル関係Kn（X） 単BESKNA（X、

6／FC／A／B　ESKNB 〃　　　　　　　　倍BESKNB　f

一←一一一一一1－一一一一
　　　　　　　　　1

B／023／B

Iミ／024／A

B／024／B

旦／025ノ仏

　　　　ヨ

B／025／B　i
　　　　　　｝

　　　　　　｛

C／on5／B！
　　　　　　…

i276　iD1…＝「「「τ分÷下倍GAS5B（　〃　｝｛C／W3｛



1

浅

1

‘…一一一　丁一一　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；　i　　　　　　　　－　　　　　　　　　　……一㌻一＾一『’←｝『1

∵三∵巴竺c竺竺L二（7分点）”＿」『1
，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

278
D1バC力畑S8Bl　　　　　　　　　　　　　　　　i

279 D1／F℃／A／αASgB

280 D1／FC／AGAS10B

281 D1／FC／A／（｝AS16B

282 D1／FC／A／（｝AS24B

2∋D1／F…S52B

倍

倍

倍

1倍

倍

’GAS7B（　　〃　　）C／。。8／Bl

〃　　（9分点）　　〃

〃　（10分点）　　”

〃　（16分点）　　”

〃　（24分点）　　〃

声（　　〃　）C／・・脇

”（32分点）” 　　1倍
284

285

D1／FC／A／SIMPlA 数値積分fディジタル入力イ）ジンプソン例則単

D1／FC／ASIMPlB

命FC〃SRKG2A

287

288

289

〃

連立常微分方程式（自動きずみ可号）

　　ルンゲクツタ．ジル法

D2／FC／A／SRKG　2B 〃

D2／FC／A／HAMPC．A
連立常微分方程式（自動きずみ可号）

　　ハミング法

D2／FC／AHAMPCB

倍

単

倍

単

倍

上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

GASgB（　　　〃　　川C／・10／B

GAS10B（　　　　　　　　〃　　　　　　　　）

GAS16B　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　）

（｝AS24B（　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　）

GAS52B（　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　）

C／011

C／015

C／014

C／015／B

1

SIMP1．A（Y．N．H，SqILL） C／016／B

　　　　1

29° ID6バ醐畑TA　高速フー1，工変換

SIMPlB（　　　〃　　　　　） C／016／B

　　　　　（XINT．Y．F．N．Q．SUB2，
SRKG　2A
　　　　　　　　　　　　　　OUT，1五工」）

E／003／A

SRKG2B（　　　　　　　　〃　　　　　　　　） P／003／B

　　　　　（Y．N，H，HH．XENL．晒V，
HAMPCA
　　　　　　ALPHA．FIUN，OUT．ILL

E／004／為

HAMPCB（　　　　　〃　　　　　　）

　　1

判EETA（A．P、N．INV．ILエ）
i　l

γ004／B

　　　　　　I

H／005／B



l　　　　　　i

　　　　　l

　291

　292
i＿＿．＿＿＿。

1293

　294
i＾

2951F2ヵC醐EsQRB　I　　．
｛　　　　　　　　　　　　i

　　逼

ドi　　プ。グラム名 ｛L　呼び出し法

高速フーリエ変換 倍 ドFT．A（A．P．N，INV，ILL）

A　　　実対称行列の固有値（ハウスホルダー法） 単 HOUSA　CA、N，NEV，ILL、

B　　　　　　　　　　　　　〃 倍 HOUSB（　　　　〃　　　　）

R叶実対締列固有値固有ベクトル（臓） 単 HEsQRA（A．N，ER．EI．VR．vI．ILL

RBl　　　〃　　　…

倍

1

HESQRB（　　　　　　〃

富士㍉
分竺ゴコ
　　　　　　｜

H／005／B

⊂／017／A｛
　　　　　　｝

＝；元｝

G／018／A

砂！018／B
　　　　　　！

　　　　　　1
1

ぱ

1




